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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月12日(2021.4.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自車が走行中の道路において時系列的に異なる複数の時点で前記自車に搭載されたカメ
ラによってそれぞれ撮影された複数の画像における、車線を区切る線の端点の位置に基づ
いて、前記道路のカーブの状態を検出する道路状態検出部と、
　前記道路が直線であると仮定した基準状態での、前記画像に写った部分の、前記画像上
における位置と現実空間での前記道路に沿った位置との対応関係を記憶した記憶部と、
　前記道路状態検出部により検出された前記道路のカーブの状態に基づいて、前記記憶部
に記憶された前記対応関係を補正する補正部と、を備えたキャリブレーション装置。
【請求項２】
　前記画像に写った他車を検出する対象認識部と、
　前記補正部により補正して得られた前記対応関係に基づいて、前記対象認識部により認
識された前記他車の、前記現実空間での前記道路に沿った位置を特定し、前記現実空間に
おける前記自車と前記他車との前記道路に沿った距離を求める距離算出部を備えた請求項
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１に記載のキャリブレーション装置。
【請求項３】
　前記画像に写った他車を検出する対象認識部と、
　前記補正部により補正して得られた前記対応関係に基づいて、前記対象認識部により認
識された前記他車の、前記現実空間での前記道路に沿った位置を特定し、前記現実空間に
おける前記他車が走行している車線を特定する走行車線検出部を備えた請求項１又は２に
記載のキャリブレーション装置。
【請求項４】
　前記補正部により補正して得られた前記対応関係に基づいて、前記現実空間における前
記他車が走行している車線を特定する走行車線検出部と、
　前記走行車線検出部により検出された前記他車が走行している車線が、前記自車が走行
している車線に隣接する車線であり、かつ、前記距離算出部により算出された距離が時系
列的に短くなっているときは、前記他車の接近を報知する信号を出力する報知出力部と、
を備えた請求項２に記載のキャリブレーション装置。
【請求項５】
　自車に搭載されて、反射鏡が備えられるべき部位に設けられた、前記自車の外部を撮影
するカメラと、
　前記カメラで撮影された画像を、前記反射鏡で反射して見たように左右反転した画像を
表示する、前記自車の車室に設けられた画像表示装置と、
　請求項４に記載のキャリブレーション装置と、を備え、
　前記画像表示装置は、前記報知出力部から出力された信号により、接近する前記他車を
強調する表示を行う電子ミラーシステム。
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